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   はじめに

 門名（）iJ下ナ），あるいは屋号（Eゴー）と呼ばれているのは，近隣…社会における，家

家の伝統的通称である。こ郡が社会事情や社会生活心理を反映していること，またその使

                                  （1）
用状況や語構造の上に地域差も認められることについては，すでに報告してきた。今回は，

山口県下関市安岡地区の，農業集落の門名と漁業集落の屋号とを比較考察する。

 四三に面している安岡地区は，もど豊浦郡安岡町で，昭和12年，下関市に編入された。

                    ふくえ      がもうの  とみとう．
この安岡町は，漁業・商業の安岡村，農村の福江村・横野村・蒲生野村・甲骨村の合併し

て成った町であづた。

 この地区では農村を「イナカ」 （田舎）と呼び，漁村を「ウラ」 （浦）と呼ぶ。以下に

とりあげるのは，イチ．万である旧福江村大字林（現，福江町，林）の門名と，オーラ（大

』浦） （現，安岡東町・安岡本町）・ワキノウラ（脇ノ浦） （現，・西安岡）の屋号である。

 ω 「犀号語彙研究ノート」（『日本文学研究」第十八号）

   一、，福江町林の門名

 福江野鴨．（フクエチョー ハヤシ）の戸数は127戸，このうち，本戸（ホンコ）は77戸，、

                     （2）
寄留者（キリューシャ）は50戸である。二戸は戦前からの家々で，江戸時代以前に転入し

た2，3戸以外は土着の家である。寄留者と呼ばれる家々の多くは戦後に転入した家々で

あるが，三戸から近年分家して，まだ三戸に加入していない家も2，3戸あるという。

 本戸は神社の費用の負担，部落内の共同作業に出るこ・と，部落の諸会合への出席などの

諸義務を持つとともに，部落の共有財産の所有者でもある。寄留者にはこれらの義務も権

和もない。本戸の大部分は専業まぢは兼業の農家で，非農家は二戸にすぎない。2家は商

'家である。一方，寄留の家々の多くは俸給生活者で，数戸が兼業農家である。

 林集落の門守の第一の特徴は，本家分家関係が，命名の重要視点となっている点である6

そのことを配慮して，以下には，'まず一族ごとにまとめて門名をあげ，つぎに命名視点に
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選る分類を行な5。一族の門名を記す時は，初めに本家の門名をあげ，それより位置を下

げて分家の門名を記す。分家から出た分家はさらに位置を下げて記す。尊名の右の（）

内には想定される漢字を記し，〈 〉内には姓を記す。〔絶〕は絶家，〔移〕は他地に移っ

た家である。なお，後に分類して記すさいの便宜のために，すべての門弟に通し番号を付

した。

 （2）戸主が他地出身である本四が“家あるg妻は本戸出身で，妻の父の懇望により，本

  戸加入が認められた。

 1 旧名「覧

 「ブリヤ」門名を持つ一：族，「ホンケ」画名を持一？一族，それらを持たないr族q）頑に

あげる。                   ・

1 ナゥノブリヤ（中の古屋）〈中西〉 申西は地名であり，かつ，姓である。

 2 三＝＝マフヤジ弄（新屋の屋敷） 亡絶〕現在は本家所有の畑の名である。虚名は「三

    一ヤ」であったか。

 3 シンヤ．（新屋）〈中西〉

  『4 ウエノヤシキ（上の屋敷）〔絶）天保年間の火事で焼けた。自演は「ウエ」であ

     つたか。「シンヤ」の．ヒの位置に家があった。現在は畑の名である。

  5 ヒタノヤシキ（下の屋敷）g絶〕 「シンヤ」の下に家があった。現在は畑の名。

 6 ナカ．（中）〈上田〉 「ブリヤ」と「シンヤ」の前聞に家があった。現在の家は別

    の場所に移ったが盛名は変らない。

 7 セド、（背戸），〈中西〉 「ブリヤ」の裏手に分家した家。

 8 ヒガシネー（東の家） 「プリヤ」の東に分家した家。

  9 オーエノマエ（大江の前）〈中西〉 「オーエノホンケ」の前に家を建てた。現

     在は「オーエノホンケ」跡に新築して移ったが，門名は旧のままである。

   10ハマ（浜）〈中西〉 浜に出て飲食店をしていたのでこう呼ばれる。現在は林

      に帰っているが，門名は旧のままである。この家には，別に「11ハマキュ・

      一」 （違憲）の名も4i，る。これは琴の名のハマと夫の名のキュー（九四郎！

      を合わせた門名と言う。漁家の命名法の影響を受けたものか。ただし，夫婦'

      名を合わせたばあい，妻の名は接頭辞「オ」を持っているのが一般である。

      「ハマキュー」のハマは場所を冠したものかもしれない。

  12 ツボネ（？）〈津守〉 旧名の由来は不明。九州では隠居所を「ツボネ」と言う

                  （ 14 ），



イナカ（由舎）の門名とウラ（浦）の屋号 一下関市安岡：地区のば孝）い一

     所が多い。

  13ヤケタ（焼けた）〈植村〉 分家して間もないころ，近くの「ウエノヤシキ」が

     焼けた。分家当座はおそらく戸主の名を家の名として呼んでいたのであろう

     が，この火災以来，集落の人々はこう呼ぶようになったと，当主は言う。筆者

     は「焼田」，すなわち日焼田という土地状況を想定したが，当主は強くこれを

     否定する6小学生のころは，「オマエJfO'タ 7ツ ヤケタ．，ホカ。」（お前の家

     はいつ焼けたのか」とからかわれたものだと語った。

 14 ニシノエ（西の家）〈大西〉 「プリヤ」の西がわに家を建てて分家した家。

15パパノプリヤ（馬場の古屋）〈古木〉〔絶〕 馬場は地名である。

 16 ババノホンケ（馬場の本家）〈徳本〉 ・「プリヤ」'の分家であるが，以下に記す

    「ヒタジソイエ」「ヒタノトクモト」の本家で，両家が「ホンケ」と呼ぶところ

    から，自然にこの名となった。

  17 ヒタジノイ王（下地の家）〈下田〉 本家の真下，かつ前に分家した。一般には

     本家の前に分家することは避けるが，親や兄は本家の前に分家することがあ

     る。ここは兄が分家した家である。

  18 ヒタノトクモト（下の徳本）〈徳本〉 戦後，林集落の下方の道路沿いに分家し

     た。「クダリミチ」 （下り道）と呼ばれた家（「ニシノプリヤ」の分家）の家

     屋に，ヵヨズワリ（その家を購入して移転すること）で入ったが，旧名は改ま

     つた。、

 19サキババ（先馬場）〈林〉 馬場のはずれの位置に分家した家。

  20 トナリ（隣）〈村中〉 本家である「サキババ」の隣に分家した家。

  21オチャヤ（お茶屋）〈林〉 「オチャヤ」は，藩主のお茶屋（休憩所）があった

     ことによる地名。昭和期に入って，その地に分家した家である。

22 ミヤノババ（宮の馬場）〈松本〉 馬場一族の中では，もっとも福江八幡宮に近い

    家である。

 23ババノシンヤ（馬場の新屋）〈宮原＞

  24 ウシロヤシキ（後屋敷）〈宮原〉 「シンヤ」〉の宅地を分けたか。その後ろに

     分家した家。

25・ぞエンブリヤ（前の古屋）〈前田〉 林集落の前方（マ蒜一）にある家。

 267エノシンタク・（前の新宅）〈前田〉 「5エ」は「5エノプリヤ」を意味するの
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    であろう。

  27 ヘヤ（部屋）＜川畑＞

  28 コマイ イエ（小家）〈前田〉 「ヘヤ」と並んでいる小さな家。「シンタク」

     から子供を使いに出す時，「コ5イ ィエノ オ雨ンカタ」のように言って

     いたのを，近隣…の人々もまね，いっかそれが家の通称となったものという。

．29ttマエヤシキ（前屋敷）〈前田〉 「ブリヤ」の斜め前に分家した家。「マエヤシ＄」

    という名は，「マエノブリヤ」の屋敷内に建てたことを意味する名か。

30 ニシノブリヤ（西の古屋）〈石田〉 林集落の西方（ニシガタ）にある家。

 31ニシノシンタク（西の新宅）〈石田〉 前期部の「ニシ」は「ニシノプリヤ」を意

    味するのであろう。

 32 4タ（下）〈大下〉 「プリヤ」の西がわの家。土地が低いわけではない。

 33ヘヤノマエ（部屋の前）〈林〉 分家ができた後の命名であろう。それ以前は，

    「ヘヤ」，あるいは「ニシノヘヤ」と呼ばれていたか。

  34 ヘヤノセド（部屋の背戸）〈林〉 本家が前，分家が背戸の位置になるように家

     耀でるので潤名も「マエ」「セド」e対応する・

                     36「ジトクノホ'ケ」と呼ぶ人もある。35 ジトクノプリヤ（地徳の古屋〉〈地徳〉

   「ジトク」は，地徳院のあったことに基づく地名。

 37ジトク（地徳）〈福本＞

  38ジ下クノシンタク（地徳の新宅）＜福本＞ 39「トーリモン」 （通り門）とも言

     う。「ナガヤ」（納屋）の申央に，本家への通路を作った。その建築様式が珍

     しかったので，人々はそれに注目して門名として呼んだ。

 40 コーヤ（紺屋）〈徳永〉 紺屋を営んでいた。「コーヤジトク」（紺屋地徳）とも。

  41マエジトク（前地徳）〈徳永〉 '「コー一一・iv」の家督を息子に譲った夫婦が娘を連

     れて分家，養子をとった。「コーヤジトク」の前に命家したのでこう呼ぶ。

42サコノホンケ．（迫の本家）〈内田〉 「サコ」は地名である。『

 43サコノシンタク（迫の新宅）〈野上＞

  44 ハナ（鼻・端）〈野上〉 迫の端の方に居を定めた家。

  ○．サffノヒデ（迫の秀）〈野上〉 明治の末ごろの分家。当主は秀雄。先代の名は

     罪囚郎で，その当時は「サヨチョー」 （弓長）と呼んだ。このように，代替わ

     りとともにかわる家名は門名とは言えない。「カドナワ ナイ．コー …。」（門
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イナカ（田舎）の生名とウラ（浦）の屋号一下関市安岡地区のばあい「

     名はないまま…。）と土地人は言う。

 45 ハヂ万フ（はちかん）〈上田〉 「ハヂ万ジ」は「小田」 （コ茂）部落内の地名。

    ここに分家したが，林の町内に入っていち。小田には，同じ門名の旧家が別にあ

    る。

 46 バマノウチダ（浜の内田） 日露戦争ごろ，浜に分家した家。 47「ハマノタバコ

    ヤ」と'も言う。

 ○ テッチャンカタ（哲ちゃん方）〈内田〉 昭和40年ごろの分家。当主の名を家の名

  ・ として呼ぶ。門名ではない。

48．コニシノホンケ（小西の本家）〈小西〉

        にい
 49 ニーナエ（新な家？）〈小西〉 「ニーナ」『は「新しい」の意の形容動詞である。

    「ニーナヤ」と言う人もある。

  50 ヨニバイ （購買）〈西〉．戦争直前，購買組合が農協に吸収された時，その建物

     を払い下げてもらい，住宅とした家。

 51ニシノヘヤ（西の部屋）〈大西〉 本家の屋敷を二分し，・本家の西がわに分家レた。

52ヤブ ｬチ（薮の内）〈小西〉家の傍ら｝こ薮があった・梅から半群いに出す

    時，「ヤブノウチノ オバサンカタエ …」と言っていた。近隣の者たちがこれ

    を耳にし，「ヤヲノウチ テヤ。」（薮の内だって。）と言っているうちに，いつ

    か門名どして定着した。

53 ニシノホンケ（西の本家）＜三四＞ 30「ニヲアヲリヤ」とは関係のない家である。

   ともに「西方」 （ニシガタ）に家がある。．

 54 ニシブインキヨ（西の隠居）＜西村）〔絶〕

  55 イジ弄ヨノヘヤ（隠居の部屋）〈村上〉〔絶〕 家の前に溝があったので，56「ト

     ビワタリ」 （飛び渡り）とも言った。

□  （門名不明）〈西〉〔絶〕

 O 石チャン（吉ちゃん）〈西〉 当主の名を呼んだもので，旧名ではない。以前1ま

    姓と二二の名とを合わせて「ニシモユー」 （西久）と呼んでいた。、戦後の分家で

    ある。

57 マラ天フ添うーケ（松葉⑱本家）〈松申〉 「粉葉」は地名である。

 58 マッバノヘヤ（松葉の部屋）〈松村〉 婿養子をした後に息子が生まれたので，そ

    の息子を連れて親が分家した家。
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  59 マツバ（松葉）〈松村〉 「ヘヤ」の分家であるが，以前に絶家となっていた家

   ．．∵の屋敷を明治末年につぎ，門名もついだ。'

 ○ ユタ．カカタ『（西方）〈松中〉  「ユタカ」は当主の名で，門名ではない。昭和38，

    9年ごろの分家である。

60ウチモトノ率ンケ・（内元の本家）＜内元＞

 61ウチモトノヘヤ（内元の部屋）＜内永＞

 62．．』ヒ・タノセ，ド（下の背戸）〈林〉最初の家は本家の真下，かっ後ろがわにあった。

    一時，離村。帰村して「マェ卍シキ」の家に居住しているが，門名は旧のまま。．

63 ヤスナガノホンケ（安永の本家）〈安永＞

 64 ヤスナガノシンタク（安永の新宅）〈安永〉 明治末年の分家である。

65・オーエノホンケ（大江の本家）〈大元〉 「大江」は地名である。

 66 オーエノシンタク（大江の新宅）〈吉村〉
              かみ               ＿    』            ＿

67 ヒガシノマエ（東の前）〈上元〉 「東方」 （ヒガシホー）にあった家b「マエ」蝕

   分家から見た本家の位置である。
                  かみ                           
 68・ヒガシノシンタク（東の新宅）〈上岡〉．他の一族では、「マエ」「セド」と対応し

ているが，この本家・分家は「マエ」「シンタク」で対応している。

69 マエヤネゾエ'（前屋根添）〈林〉 「屋根添」は地名b一「マエ」は分家から見た位置。

 70 セドヤネゾエ（背戸屋根添）〈林〉'本家の背戸の位置にある分家。，

71一マエコヤシキ』『〈前小屋敷）〈市村〉 すでに絶家となっている「西川」姓の財産家が，

   この家の本家かもしれないという。．

 72 セドコヤシキ（背戸小屋敷）〈市村＞

  73 ショーユヤ（醤油屋〉〈市村〉 戦時中の企業整備で廃業したが，旧名は旧のま

     まである。

74 オータノマエ（大田の前）〈大田〉〔移〕 屋敷は残している。

 75 オータノセドー（大田の背戸）＜大田＞    tt l

76．ウエノマエ（植の前）〈植田〉 先祖は公家で，戦国時代に来たかと言われている。

   77「アヵワン」 （赤腕）とも言う。この名はt．下級貴族は朱塗りの椀で食事をしtg

   という説にもとつくもので，陰口だという。『

 78一ウ三ノセ．ド〈植の背戸）〈植田＞

79 ニシテノマエ（平手の前）〈西田〉 家は「前方」（マ手ヰー）・にある。，「ニシテ」
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イナカ（田舎）の旧名とウラ（浦）の屋号二下関市安岡地区のばあい一

   の基準は不明であるが，姓の「西田」とかかわる：ものか。'

 80．セドニシテ『（背戸攻手）〈西田〉 他の一族のばあ砧 「前～」と「背戸～」∴ま

    たは「㌣の前」と「～の背戸」のように対応しているが，79と80は，．「t・rvの前」

    「背戸～」とあって，整っていない。         、、

 81ダイク（大工）〈西田〉 昭和40年代の分家である。この家が大工でなくなった時，

    この名が続くかどうか今はわからないが，ひとまず旧名としてどりあげる。・

82．ミスマ（三隅），〈三角〉〔移〕 明治年代に離村。住居のあった土地の状況を言う門

   各であろう。    '  ・

'83・ミEマ（三隅）〈後川〉 本家が離村しているので，同じ旧名でも紛れない。・ '

 8街ウエミチ（上道）〈上村〉 家の上方に道があったことによる門名である。、本家か

   ・ら離れた場所に居を定めた。'

85 アブラヤ（油屋）〈福永〉〔移〕 郷士であった。

 86キヲ（来た？）〈北村〉〔絶〕 先祖は公家だと伝えられている。「来だ家」と呼

    んだのが門名となったかと土地人は言う。家は「西方」 （ニシガタ〉にあって，

  ： 隠名は「北」とは考えにぐいと軒う61・

  87キタノダイク（来たの大工？）〈北村〉 昭和38，9年ごろの分家。大工である。

     この家の前に大きな水漕があったので，本家から孫を使いに出す時，「タンク

     ノオバサンカ．タ」のように言っていた。近隣の者もそれをまねているうちに〆

     88「タンク」も門名となった。

89' C天（射場）〈福崎〉 「射場」は地名。福江八幡宮の射場であったという。江戸初

   期に転入した家である。    t-t

90 ッギバ（継場）〈馬場〉〔移〕 荷物・文書などの輸送の中継所。』明治5年に郵便法

  ・が制定されるまで，'：諸子に「継場」を置いて，'荷物や文書を送っていた。福江では

   この家が「継場」で，名家であった。

○ サコタ〈迫田〉（迫田）'（移〕

 ○サヨタ〈迫田〉（迫田） 士族であるか6；本家・分家ともに「サコタサン」と姓

    で呼ぶ。

 植村清治氏にご教示いただいた，林集落の家々の曲名は以上である。次項では，』これら

め門名の命名視点による分類を試みる。
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 皿 命名視点による，売名の分類

・林の門名の中には，'二つの命名視点を持うもめがある'。たとえば，「ナカノプリヤ」は，

その家が「中西」という場所にあることと，一族内のもっとも古い家であることとに注目

しての名である。これらについては，より重要と思える命名視点によっそ分類している。‘

なお，‘ ﾈ下の門名に冠し拒番号は，'門名一覧との対照の便宜のために，一覧中の番号を写

したものである。置数の関係上，片型名表記だけ・で列挙していく。'

A 本家分家を言う下名 32

1，15，25，30，35プリヤ 16，36，42：，48，53，57，60，63，65ホンケ 26，31，38，

43，64，66，69シンタク '3，23シフ＝盲 49二Lナエ 27，51，55，58，61ヘマ 5．4イフ』

キ「 ?∴12ツボネ 2'ニーヤノヤシキ

 2は・先に述べたように，現在は畑名である。家があった時にはr等一ヤ」であっだか

と推定してここに置く。

B 居住場所を言う門馬'

 a．本家を基準とした位置を言う門名・

'20トヲ＝一 狽奄?7セ下'32ピー  69カ 62ヒ茨ノセド 8ヒ票フネー 14ニヲヲ'エ』17ヒ万

ジノ'イエ'29マエヤシキ 24ウシロ．ヤシキ 4ウエノヤシキ 5・ヒタノヤシキ 41マエジ

トグ（6は1「ブリヤ」』と「シンヤ4の申間ゆること轄っ略であるから・厳密には・

別に分類項目．をたでるべきであろう。ン

 b．「前」「背戸」と対応する本家分家門名

69マエヤネゾエマ0セドヤネゾエー71マエコヤシキ・72老ドコ．ヤシギ 79ニシテノマエ

80マ下rシテー74a一タノマエ75オrタノセド・76殉マ［］78殉セド33へ予

ノ・マ・エ 34ヘヤノセド

 「前⊥「背戸」を上部要素に持つ旧名の本家分家と，後部要素に持つ旧名の本家分家と

の間に，立地状況の差などは認められない。

 ．C．．住居のある場所の名，．状況，由来，位置などを言う門名

10ハマ 59々ツバ、45バチカン 89イバ 22，ミヤノ，ババ 19サキババ 37ジトク 21オチ

葎．44・汗82・83ミヌマ67・万▽・マェ9オLエ痔エ84旗ミ『チ52ヤーヲ7

ウチ 56トビワタリ．13ヤケタ 18ヒタノトクモト 46ハマノウチダ1

C．家屋の状況'・由来などを言う書名

39トーリモン 28コマイ イエ88タンク 50コーバイ
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イナカ（田舎）の門名とウラ（浦）の屋号'一下関市安岡地区のばあい一

D．'生業を言う旧名

90ツギバ 40コーヤ 85タブラヤ'・ 73ショーユヤ 81ダイク 87キタノダイク．47ハマノ

タバコヤ，

'E．あだな門名・ '   』   』   ．     ・

77アカワン

．F．夫婦名を組み合せた旧名

11ハマ．キit，一

・G，不 明

86キタ．、

H：・・そ（ρ他．

姓を言うもの2家戸主の名を言うもの4家．

 皿 旧名の考察1

1．本家分家を言う門名について

  「ヲリヤ」'・e「ホフヶ」とは・ともに本家OPFe名である・レた施て7族の中に・両Fヨ・

名の存するζとはない1まずである・．ζころカs'・「ババノ7リヤ」の分家に「バノs'7ホンケ」

がある・rμは・効分家から出たr・タジ・イエ」「・ヲ・トクモト」が・その家を

「ホ7ケ」と呼び・それが籍内の織呼称となったゆである・・門三野に・・このたぐ

いの命名一特定用法の一般化一はありそうに思える。

'「ヲ州を本家と三二と・、「ホヲ午⊥を本家とす礁とで騨レ下前者三

家が多い、あるいは「プリヤ」のほうが「ホンケ」より古いζろの門名かもしれない。

  「プリヤ」「奉ンケ」の門名を持たない一族は，一般に，その相対的位置を言う「前」

「背戸」を，そQ門名の語要素として有している。かつ，一族は両家のみである。一ところ

で，「ヘヤノマ干」は「ニシノフゾヤ」の分家であるp「マエ～」「～ノマエ」門名は，

「ヲリヤ」「ホフケ」よb'は新しい門名，新しい家がもしれない6

 分家旧名の「ッボネ」を山口県下で筆者が聞き得ているのは，ここにあげたものと，同

じく安岡地区の新町の「ツボネ」家だけである。両家は親戚ではない。隠居所を「ツボ

ネ」と言う所は九州に多い。この門名は，安岡地区と九州との関係の深さを見せている一

                             N
例であろうか。

21 ・位置・地名を言う門名について

 分家門名の「トナリ」「ヒタ」など，位置を言うものは，本家を基準とした位置である。
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一方，本家門名の「ヂヵノプリヤ」の「ナカ」，「ニジラホフケ」の「ニシ」は・それぞれ

地名「中西」「西方」の略で，位置を言うものではない。

 分家門名で場所名を言ったもの，すなわち「ハマ」「ハチカン」「オチャヤ」は，いずれ

も本家との位置関係の言いにくい，離れね場所に分家した家々の門名である。

   二、大浦の屋号と脇ノ浦の屋号

 かつて大浦（オーラ）と呼ばれていた浦は，現在は安岡本町と安岡東町で，戸数は約280

戸である。一方，脇ノ浦（ワ年ノウヲ）は今の西安岡's戸数約140戸である。西安岡の浜

口二郎氏のご調査によれば，この戸数は明治19年ごろと大差がないということである。つ

まりと：の浦集落内の家々の移動は少ない。ただし明治末年までは，三浦の家々の多くは漁

家であり，回漕業の家もあったが，現在の漁家は大浦が約80戸，脇ノ浦が約30戸である。

その他の家々の多くは会社工場勤務であり，回漕業の家々はない。

               （3）
 藩政期以来，漁村として，また北浦一帯の魚市場として栄えたこの浦に衰退状況をもた

らしたのは，』鉄道の開通である。大正2年，『下関から豊浦郡の小串に鉄道が通じ，さらに

それが延びるど，これまで安岡の市場に集まっていた北浦の魚は，鉄道で下関の市場に直

送されるようになった。一方，地元の漁師も壱岐・対馬にまで出漁することは次第になく

なった。またここはカネリ』（頭上運搬の，女性の魚売り）の浦としても有名であったが，

昭和13，4年ごろ以降はその姿も見られなくなった。

 浦では，伝統的旧称語を「ヤゴー」 （屋号）と言う。以下には，聞き得た屋号を命名視

点によって分類したものをあげる。先の林集落の旧名とは違って，本家分家関係を屋号の

上に言うことはきわめて稀である。したがって，一族ごとに屋号をまとめて掲げることは

不必要であり，また不可能であった。 ．          '     ．

．（3）響灘沿岸の漁村の総称である。

 1・命名視点による屋号の分類

A∫本家分家を言う屋号

医司ホフや体屋）「アマヤ」「ク三ゲン」とも言う・拶后（隠居）「藷

ヤ」の分家である・唾・浦iヲ・レ砧屋！「サキ・シ」という船名屋号のほうがよ

く親しまれていて，「フルヤ」は知らない人が多い。

B．居住場所の位置・状況を言う屋号

1'浦門門（中屋隈村であ瀧輪ら大浦に丁丁灘である・この屋号は
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     イナカ（田舎）日）旧名とウラ（浦）の屋号 一下関市安岡地区のばあい一

麟から持ちこん甑大浦に移った後の命名であるか朋らかでな・㌔廊浦陵

ミ（上）家がやや高い位置にあった。魚問屋，回船問屋。別屋号の「マスヤ」のほうが人

々によく知られている。ニシノヤ（西の屋）ふのり問屋。現在は「ニシ」と呼ぶ。 スミ

                 ハでナワ
ヤ（隅屋）先代まではナワフネ（縄船一延縄漁をする船）の船頭をしていた家。

C 家屋の状況を言う屋号

訟訴レ下（納屋）帆や櫓を納める・浜の小屋に住んでい鳳1脇・山雨

'ヲ（居倉？）瓦ぶきq）家。

D 生業に関する屋号

 a．生業名屋号

木浦圷一万イゼ（渡海屋）面一幕末の頼母子講帳には「繭副と記してあ

る・アマヤ（網屋）三三「ホフヤ」ドク三ゲン」ζも・イ研（碓）イカケ

釈鋳掛け屋）・タテヤ（仕立て屋）カヲヤ（菓握）以前は駄菓握現在は期艮

商。

 脇ノ浦  コメヤ（米屋） サラヤ（油屋）陶器類を商っていたか。安岡には，九州か

ら茶碗船が入っていた。 ウ牙ヤ（魚屋ジ先祖は問屋の支配人格で，壱岐・対馬に魚の買

付けに行っていた家。 エンシ当一ヤ（煙硝屋）隣接集落の横野の硝石土を採取していた

家。 フ百．モ（風呂屋）「セξヤ」という別屋号もあるが，「ブ研」の方がよく知られ

ていた。

 b．船名屋号

［腿劃エベ薄万（蛭子丸？恵比須丸？）・テンシ冨マル（天赦丸）サキ・ジ（竺

吉）「崎」は，古崎（フルサキ）姓の一字を取ったものか。「フルヤ」とも言う。 イク

百「ジ（垂直）「オケヘー」 （桶平）とも言う。

 これらはいずれもイサバ（運送船）の名である。すなわち，船名屋吊は回漕業の家々の

屋号である。対馬沖でブリ漁がさかんであったころ，イサバがこれを関西方面に運び，大

阪，高砂，尾道で船積みをした荷を安岡に持ち帰った。

 c．店名屋号  嘉字嘉名屋号である。

'出頭］Vッヤ（松屋）醒である9エぜ噛老屋）糠三面北陸三三

・方面に広く販売していた店。 ヨシヤ（高屋）現在の人々の知るかぎりでは漁家であった。

姓が「吉岡」なので，その一字をとってこう呼んだのであろうという。ただし，幕末の頼

母子講帳にこの屋号ほ見えている。以前は商業ではなかったか。 ヨシノヤ（吉野屋）油
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やランプなどを商って吟施家．一脇ノ亜］ セヌヤ（三三）魚問屋・何船問屋

E 出身地を言う屋号

区浦1コ房ヤ（小謡）幕末の小論後豊渤ら転入し啄ワ万感（若

松屋）北九州の若松（現，北九州市若松区）から転入。初めは油の行商，のちに酒屋。明

治18年ごろの頼母子講帳にこの名が見える。 ヤタマヤ（矢玉屋）．豊北町矢玉より転入。

飼漕業。 ヤマグチヤ（山口屋）山口より転入。棟梁，のちに鍛治屋。 マエシ・一ジ（前

小路）厳難三野の前小路より転入したカ・'・ ・6とは伊予出身・三三■脇・浦｝

ウダヤ（宇田屋）阿武郡の宇田郷より転入。天保7年の頼母子講帳にすでにこの名が見え

る。 ブシ至モ（豊後屋）縄船船頭の家。嘉永2年の頼母子講帳にこの名もある。 チョ

ーフヤ（長府屋）大工の家。． ハマノチョーフヤ（浜の長府屋）長府屋の分家。漁家。

セキヤ（関屋）下関からめ転入か。嘉永元年の頼母子講帳にこの名もある。

F 人名を言う屋号

 a．個人名を言う屋号

医浦iイ三モンサン（伊舗門さん）中野伊三門曝鰯のある家だったζい．

う。接尾辞「サン」を添えて呼んだのはこの家だけである。

 b．人名に居住場所を冠した屋号．

医浦1痂ッ（醐川辺にある勝五郎啄r川撫ぼこ店」の三三高

年者は記憶している。幕宋の頼母子三三にこの名もある。 カワナミ（川浪）川辺のかま、

ぼこ店。浪～の名の人が居たのであろう。

、・。人名に「生業」を冠し握号     ・ i・
医浦レ・ヘー（網平）翫の「一平」の一i・アミマゴ（網孫）網元の孫次良3

の家。先々代が初代。 アミシン（網新）吉岡新蔵の家。 アミカツ（三論）安本勝五郎

の家。

 「アミ」 （網）は網元を表わしている。

魑鋼櫛y麟万）鍛治屋の欣良晦
 d．人名に特技を冠した屋号

区浦レジトラ（鰺虎）鋤一本鋤の名人説吉・Z・ヵヲヵメ（梶亀）撒

『りの名手，亀吉の家。

 e．村相撲のしこ名を言う屋号

、1大浦二三ウミ（西の海）
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イナ，ヵ（田舎）の旧名とウラ（浦）の屋号 一下関市安岡地区のばあい一

 f．姓＋名の簡略屋号           '            ”．

区冨オケナ・〈山尾餓〉、ク三ゲン〈国弘酷〉別に・「ホヲヤ」「アマヤ」

の屋号もあるが，魚問屋の時代は「ク三グン」と呼ぶことが多かった。 ハヨゲン〈浜福

漱郎凋その他の物を商ったよう握ヤマキン〈山本金蔵〉置き副脇調

オチス＝〈仁尾平三郎〉人々は別屋号の「イラヨヲ」を言うことが多かった。 ヤマギ〈山．

本儀～〉三代前に長府から転入し'た家。転入後に，「儀～」の名の人はいない。長府時代

の屋号がそのまま使われたのかもしれないという。

、ところで・「オケナミ」「イケへ一」は・「姓＋名」，と見えるが・じつは踊屋の～」

'（S'・，「蝶名を冠懸人躍号4がもしれない・醒を削でいたこと醐らかでないの

で，ひとまずここに置いた。幕末の頼母子三二に見える「網伝」「桶仁」は，「生業名を

冠した人名屋号」であろう。筆者の見た，天保以降'明治19年までの頼母子講帳では，こ

の語形式の屋号は軸であった旧知うから・あやぐ獅し鋤握三三であった

か。なお，今日，魚市場での呼び名は「姓＋名」．の簡略呼称であるが，戸主の代替わりと

ともにその呼び各も変わる。したがって屋号ではないと，土地の人は言尻

 9．夫婦，父子の名を組み合わせた屋号

大浦］・三口ゼン，（おたζ善欄肝ゲン（お腫と源一）オテイシゲ（おて

いとシゲ）・デシ．…至ローオラサ（三五郎とおわさ） サントメ（三吉ととめ） ショー》

ンユリ' i正三？と百合松）

 以上のうち，「ショーサンユリ」だけが父と子の名の組合せ屋号で，他はすべて夫婦の

名を合わせたものである6夫婦名を合わせた屋号，あるいは女性名屋号は，萩市の三島・
                          
相島・大島，' ｷ門市青海島の通（力百7）集落にあち。すなわち，山口県の日本海がわ北

部島懊に見られたのであるが，南部沿岸の安岡にも，夫婦名屋号が；上記のようにいくら

か見られた。           ・   一    、

G その他

［亙劃ム州握）罎であったという詠の格式縮う邸であろうか・ム

づンコー（無尽講）無尽講の胴元をしていた家の呼び名で，屋号ではないという。

謳哺．ム茅（村屋）大浦の〔ム奔」と1灘であるゐ洞じ寺の甑である・'

あるいは親戚かもしれないという』こちらは庄屋格ではない。

 』皿 両浦の屋号の比較

 両浦の屋号語彙には，'ともに，本家分家を言う屋号，居住場所・居住家屋を言う屋号は
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少なく，生業屋号・出身地屋号が多い。ただし・七浦の生業屋号の内容にはかなり差異が

あって，たとえば船名屋号は脇ノ浦にしかない。回漕業め家々はほとんど脇ノ浦にあった

から。

 一方，人名屋号が栄えているのは大浦である。漁業集落でありながら，脇ノ浦には人名

屋号は稀である。漁師の家を言う時は，「カ訓点ジカタ⊥「ゲンカタ」のように，戸主の

名に「方」を添えて呼んだ。しかしその呼び名ほ戸主の代替わりにつれて変るもので，屋

号ではないと，土地人は言う。漁業状況などの差異を，なおよく調査してみなければなら

ない。

   三、林の門門と両浦の屋号                    “

                              両為の門名・屋号を，

                             別表のように整理してみ

                             ると，その語彙構造の異

                             なる様が明らかである。

                              林の門名のばあいは，

                             本家分家記名と居住場所

                             門並との合計が全門名の

                             84％を超える。そして居

                             住場所逸名の多くは本家

                             を基準とした位置を言う

                             ものである。家と家との

                             関係が日常生活に大きく

かかわり，人々の関心も深かったのであろう。一方，浦の屋号では，人名屋号と生業屋号

とがもっとも多く，出身地屋号がこれにつぐ。浦社会の生活状況と家認識がここに見られ

る。

 ところで，浦にも「フルヤ」「ホンヤ」などの農村型屋号が皆無ではない。しかしそれ

らよりは，その家々に新しく命名された「サ斗ヨシ」・（船名屋号）や「ク三ゲン」 （姓千

名）の漁村型屋号が優勢になっている。逆に，林の門名にも，「ニシキュー」 （姓＋名）

や「ハマキュー」 （夫婦名）のような漁村直門名がわずかながら見えている。

 さて，総名と屋号の使用状況はおおいに異なっている。林では，門名はまさにカド（家）

ごとの名で，今日の日常生活の中に生きている9一方，浦では，限られた屋号が，60歳以

｝ 一

@門名・屋号の種類
門名・屋号の実数と比率

林 1浦
本家分家を言うもの

32  1 33．7％ 3  4．8％   ㎝

居
住
場
所
を
言
う
も
の
｝

   一 一S4

@ 50．6

一    『

@4
@  6．3

家屋め状況・由来を言うもめ 4  4．4 2  3．2

生業に関するもの 7  7．8 19

@ 30．2

あだな的なもの
1  1．1

        π  「   一 『 」 一 一     』 」 一

o身地を言うもの
-  一   一 一 一 一 一   一  一

@〇
@  〇

一 一 一  一 一 一 一  一  一  一 一 一     一

P0
@ 15．9    皿

           ゴ       一  一   ・

l名を主要素とするもの
一
1
！

22

@ 35．0

その他・不明
＿⊥L

@11
3  63
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イナカ（田舎）の旧名とウラ（浦）の屋号一下関市安岡地区のばあい一

上の人々の口にのぼる程度にすぎない。

   おわりに

 集落の生業状況が，家称語彙の語彙構造に大きく影響することは，すでに杉村孝夫氏が

論じておられ，私も述べている。今回はレその一具体例として，下関市安岡地区の農業社

会の旧名と漁業社会の屋号とをとりあげた。

 もっとも，家称語彙の語彙構造にかかわるのは生業ばかりではない。たとえば下関市に

隣接する豊浦郡の，豊北町三島（ツノシマ）元山（モトヤマ）部落は散村農業社会で，こ

の地の内各には，地名・地形を言うものが多い。集村の林で，本家を基準とした位置を言

うのとは，居住場所の言いかたが異なっている。また，萩市相島は集村農業社会である

が，この地の82門名』（総戸数85）中の59門名は，「チューベヤ」 （忠兵衛屋）のような，

素朴な個人名門名である。漁業社会間にも，微妙な差が見られることは，大浦と脇ノ浦の

屋号の上にも明らかであった。

 語彙研究の一分野である命名，わけても「家」への命名に私の関心は深い。姓を名乗る・

二面に・いや以後にも家々は集落内での伝統的な家称語を持っていた。．そ：の語彙構造・

またその使用の盛衰に，社会差があり地域差があることは，おおよそわかってきた。そ

れを明らかにしていくことが，日本語研究にどのような意味を持つかをみずからに問いっ

っ，調査iを深めていきたいと願うている。  （1984，9．20）

林の門名は植村清治氏（明治40年生）に，三浦の屋号は三浦善介氏（明治42年生）と浜

口二郎氏（明治44年生）にご教示いただいた。厚く御礼申しあげます。

（27）


